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１　接 着心布の接着力 の大小が，織物 の性質，特 に，

織物の組織・織糸の種類ならびに粗密 などとどのような

関係があるかを知る ために，薄地 コート のラペル ・エリ

に用い ることを実際の場合 の目標 として，フ ィラメント

糸 ・スパン糸系の合繊糸・繊維素系糸 の織糸密度 ・組 織

などを異にする ６種類 の織物を用い て実験 を行 なった。

2.　接 着心布 の表面 のバイ ンダ ー の Ｍ. Ｐ.を基準 と

し て，アイロン の温度を サーミスタ ー温度計 によ り125

±6°C･145±6°C, アイロン の加圧時間を20･40･60 sec.

とし て，試 布5 ×10cm の大きさ のも のに心布を接着し，

洗浄試験機により5 ～10回洗 たくを くり返して剥離状況

により接 着力 の大小を推定するとともに，顕微鏡観 察に

て織物の表面の性質と接着の状態ならびに剥離す るよって織物の表面の性質と接着の状態ならびに剥離す1

過 程などを検べ，つぎのよ うなことがらが知ら された。

3.　剛スパン糸に よる織物は，フ ィラメント糸 による

織 物よりも接 着力 が大である。(2織 糸は，合繊糸 のみ よ

りも繊 維素系繊 維との混紡糸による も の が接着力が よ

い。 また，織 物は，織糸 密度 の大小 よりも織物表面 の凹

凸 の多少，繊維 そのものの性 質による影響が大きい。(3)

アイ ロンの温度 は,   145±6X, 加圧時間は,   20 sec. が

接 着力 ・作業 能率の点から好 ましい。


